
含孝添字経季大図帝都京

親四第轡七十軍第

統
制
経
済
の
諸
概
念

高

国

ベ
ッ
テ
イ
の
攻
治
算
術
論
i
-
j
i
p
i
-
-
-
-
z
:
白

杉

庄

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
闘
す
る
費
え
書
iz--jit--:静

中
小
工
業
と
問
屋
の
機
能
E
l
i
z
-
-
t
i
l
i
-
-
;・・回

。
コ
ッ
ト
ル
に
於
け
る
経
済
と
枇
舎
-
f
i
z
-
-
:
杉

業

報

回杉原

f呆四

馬且E均音主良E

行費月十年八十和昭



.， 

中

小

工

業

機

能

ー
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ー
特
に
桐
生
、
足
利
織
物
業
に
つ
い
て
，
|
|

、r
、-

問
屋
の

田

杉

競

問
屋
の
坐
産
的
機
能

自
向
経
怖
忙
あ
っ
て
は
、
商
百
の
種
類
、
数
量
か
ら
生
産
要
素
D
組
合
せ
一
な
ど
に
一
金
る
ま
で
、
生
産
に
閲
す
る
殆

E
す
ペ
て
の
要

素
は
生
売
者
の
判
断
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
や
、
市
揚
が
摘
大
せ
る
今
日
、
大
量
多
様
な
る
需
要
に
封
隠
す
る
が
た
め
に

は
、
十
分
な
る
知
識
と
経
験
と
を
以
て
根
め
て
的
確
機
敏
た
る
底
置
を
と
ら
ね
ば
競
争
場
裡
に
沿
い
て
敗
退
す
る
。
生
産
者
。
判
断

の
主
た
る
標
準
は
い
ふ
ま
で
も
た
〈
伺
絡
で
あ
り
、
営
該
商
品
白
み
な
ら
宇
、
そ
り
代
替
的
商
品
、
補
完
的
商
品
に
つ
い
て
、
圭
た

と
れ
ら
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
る
諸
生
産
要
素
に
つ
い
て
、
現
在
。
債
格
を
知
る
と
と
も
に
、
各
種
の
事
情
か
ら
更
に
こ
れ
ら

の
持
来
の
債
格
を
も
推
測
す
る
己
と
が
必
要
で
あ
る
い
勿
論
、
そ
の
背
後
に
技
術
的
知
識
も
た
〈
て
は
た
ら
ぬ
。
か
く
で
完
全
競
争

迎
論
は
「
完
全
た
る
知
識
」
を
前
提
し
た
白
で
あ
h
a
然
し
現
賓
の
経
済
が
静
態
に
あ
ら
や
、
絶
え
ざ
る
鍵
動
を
続
け
、
文
完
全
一
な

る
知
識
が
望
み
得
在
い
限
り
、
生
産
白
方
向
と
規
模
と
に
閲
す
る
、
一
居
困
難
た
る
判
断
己
そ
企
業
者
的
機
能
。
最
も
中
心
的
た
も

の
で
あ
り
、
ム
」
〈
忙
飛
躍
的
剖
期
的
た
可
能
性
主
務
見
し
、
と
れ
に
封
ず
る
生
産
り
計
喪
と
遂
行
と
を
行
ふ
己
と
が
、
シ
ュ
ム
ベ

1

F
I
D
「
新
ら
し
き
結
合
」
に
外
な
ら
た

nwo

中
小
工
業
と
問
屋
白
機
前

第
五
十
七
各

三
四
七

第
四
挽

王
:iL 
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中
小
工
業

ι問
屋
白
機
能

第
豆
十
七
巻

三
回
凡

停
凹
競

六
O 

然
し
た
が
ら
か
〈
の
如
寄
生
産
計
葺
D
判
断
は
、
そ
白
遂
行
と
と
も
虻
、
現
貸
白
経
済
に
な
い
て
決
し
て
容
易
註
と
と
で
た
い
。

殊
忙
車
た
る
技
術
的
知
識
ム
」
限
ら
れ
た
る
経
皆
上
白
経
験
と
白
み
を
支
柱
と
す
る
中
小
工
業
者
、
農
業
者
に
と
っ
て
は
、
市
揚
の
す

べ
て
の
般
況
が
従
来
週
b
D
-も
の
で
あ
る
限
り
に
蒔
い
て
の
み
、
ま
づ
誤
ら
ざ
る
判
断
史
廷
し
得
る
に
過
骨
量

ho
若
干
白
産
業
部

門
に
於
て
は
、
結
え
や
債
格
縫
動
の
経
験
に
鍛
へ
ら
れ
、
い
は
ば
彼
等
弘
資
本
主
義
的
訓
練
を
つ
む
己
と
も
あ
る
が
、
多
く
の
中
小

ヱ
業
者
忙
あ
っ
て
は
一
般
に
か
h
る
判
断
の
能
力
に
乏
し
い
と
い
へ
ょ
う
。
己
h

に
商
業
者
た
る
問
屋
そ
の
他
が
生
産
過
程
に
干
渉

す
る
絵
地
が
あ
る
。

問
屋
ほ
商
品
を
生
援
者
よ
り
買
入
札
、
消
費
者
忙
近
い
他
の
商
業
者
に
販
費
す
る
と
い
ふ
基
本
的
機
能
の
ほ
か
に
、
販
賓
忙
請
営

せ
る
時
期
ま
で
之
を
貯
蔵
し
、
同
時
に
之
に
件
ふ
金
融
活
動
を
替
む
ロ
然
し
た
が
ら
市
揚
の
損
大
す
る
と
と
も
陀
、
進
ん
で
市
況
の

現
測
を
た
し
、
如
何
た
る
種
類
の
商
品
を
幾
何
数
量
だ
け
生
産
す
べ
宮
や
を
判
断
し
、
そ
れ
に
基
い
て
生
産
者
に
直
接
間
接
の
指
示

を
興
へ

Z
。
ま
た
屡
々
之
に
件
っ
て
必
要
た
る
原
料
の
供
給
あ
る
ひ
は
資
金
の
前
貸
を
も
行
ふ
。
か
か
る
生
産
の
計
聾
を
樹
立
し
、

そ
白
方
向
と
規
模
と
を
決
定
す
る
と
己
ろ
に
、
い
は
ぽ
問
屋
の
生
産
的
機
能
が
あ

μ
。
中
小
工
業
の
立
揚
よ
り
見
る
と
昔
、
己
の
機

能
己
そ
極
め
て
重
要
注
る
も
の
で
あ
り
、
ゾ
ム
バ
ル
ト
D
指
摘
す
る
如
く
、
問
屋
制
工
業
が
弊
働
生
産
力
の
増
大
を
賞
現
し
た
の
は

m

a

¥

 

全
〈
E
れ
に
よ
る
。

や
や
具
慢
的
忙
見
れ
ば
、
か
か
呂
問
屋
機
能
を
営
む
も
の
に
は
、
産
地
白
問
屋
、
貿
維
商
と
築
設
地
の
問
屋
と
の
分
化
が
現
れ
、

何
れ
が
よ
り
多
〈
と
の
機
能
を
仰
木
し
た
か
は
、
産
業
部
門
に
よ
り
時
代

ιよ
り
差
異
が
あ
る
。
い
ま
絹
織
物
業
に
つ
き
桐
生
、
足
利

を
例
と
し
て
、
そ
の
生
産
組
織
を
概
観
す
る
と
共
に
、
之
に
劃
す
る
問
屋
の
活
動
を
介
析
す
る
。
た
wh

悲
に
取
扱
ふ
の
は
明
治
以

後
、
支
那
事
鐙
勃
褒
ま
で
の
時
期
で
あ
り
、
モ
の
聞
に
告
貯
る
問
屋
活
動
の
獲
濯
を
中
心
と
す
る
。
織
物
業
は
一
般
的
に
は
市
況
襲

LipsOD， Eり TheHistory of the ¥Voolen -aτ;d Worsted Industries， p. 41 et seq 
Sombart， W.， Der moderne Kapitalismus， II， 2， S. 724-29 
雨地と関聯深き伊勢崎をも同時に諭すべきであるが、調査の都合上、他申機
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動
激
し
く
、
従
っ
て
中
小
工
業
者
も
比
較
的
よ
く
資
本
主
義
的
訓
練
を
経
て
ゐ
る
が
、
附
毛
機
業
地
は
そ
の
零
細
規
模
の
か
め
忙
概

し
で
生
産
者
白
調
立
が
遅
れ
た
一
例
と
い
へ
ょ
う
。

桐
生
足
利
織
物
業
の
稜
端

桐
生
及
び
足
利
は
東
因
む
織
物
産
地
と
し
て
そ
の
起
源
極
め
て
古
く
・
戦
飢
の
た
め
時
陀
廃
滅
忙
闘
し
た
と
と
も
あ
り
涯
が
ら
、

屡
々
皇
室
あ
る
ひ
は
幕
府
へ
献
上
し
て
、
仁
岡
山
絹
、
足
利
絹
の
名
を
残
し
て
ゐ
る
。
今
目
の
機
業
隆
盛
の
端
は
徳
川
時
代
忙
あ
る

加
く
、
そ
の
初
期
に
於
て
位
主
と
し
て
農
家
の
副
議
と
し
て
行
は
れ
て
、
専
業
の
機
屋
は
た
く
、
坐
織
機
忙
よ
呂
平
絹
の
域
を
腕
し

一
な
か
っ
た
。

E
の
頃
(
寛
永
六
年
)
養
特
融
業
の
一
中
心
た
る
大
間
々
忙
絹
而
開
か
れ
る
や
桐
生
足
利
の
絹
織
物
は
多
く
E

E
で
取
引
さ

れ
た
。
徳
川
中
期
、
剖
ち
享
妹
、
文
化
、
文
政
の
頃
に
至
っ
て
潮
く
機
業
の
殻
建
著
し
〈
、
製
品
の
種
類
と
数
量
を
増
加
し
た
。
た

だ
大
間
々
布
の
繁
盛
に
引
き
か
へ
、
既
に
天
正
年
間
柄
生
新
町
民
聞
か
れ
た
絹
布
は
次
第
忙
衰
微

L
た
の
で
、
享
保
十
六
年
忙
絹
市

立
替
(
市
日
改
正
)
を
行
ひ
、

E
れ
よ
り
生
産
の
み
た
ら
宇
、
近
在
の
織
物
の
取
引
も
多
〈
桐
生
に
於
で
行
は
れ
る
と
と
と
た
っ
た
。

足
利
に
は
絹
織
物
よ
り
も
、
綿
織
物
、
絹
綿
交
織
物
が
多
く
生
産
さ
れ
、
最
初
は
桐
生
絹
市
を
担
じ
て
安
ら
れ
、
附
近
産
額
の
増
加

忙
作
っ
て
漸
く
相
生
に
拾
抗
す
る
忙
至
り
、
天
保
三
年
桐
生
市
揚
よ
b
狛
立
し
て
足
利
絹
市
が
聞
か
れ
た
。
(
尤
も
足
利
市
場
に
お
い
て

も
桐
生
買
離
前
の
勢
力
が
大
き
か
っ
た
コ
J

絹
市
は
桐
生
泥
利
と
も
に
六
粛
白
市
と
橋
し
、
月
六
同
開
か
れ
、
貿
織
商
は
E

L

K
於
て
機
業

者
よ
り
織
物
を
現
金
叉
は
掛
に
て
買
取
り
た
る
後
、
之
主
江
戸
、
京
都
そ
の
他
陀
買
込
む
。
技
術
的
に
は
元
支
年
間
忙
西
陣
の
械
工

を
迎
へ
て
縮
綱
、
紗
絞
純
等
白
技
法
を
移
入
し
、
高
機
が
導
入
さ
れ
て
よ
h
h
、
頓
に
面
白
彩
改
め
、
と
れ
に
よ
め
販
路
も
ま
売
著
し

く
棋
大
し
た
(
御
召
縮
細
目
如
き
は
桐
生
の
創
製
に
砕
か
る
と
博
へ
酎
)
。
か
〈
て
問
陣
に
つ
い
で
亡
の
隔
地
は
織
物
産
地
E

と
し
て
荒
雪
を
た

中
小
工
業
主
開
屋
町
樺
能

停
王
十
七
巻

=
一
四
九

第
四
時
陣

プミ

本章及衣章由記遇は主と Lて桐生織物史、足刻j市史、旦刺織物泊草誌(荒川宗
阿耶〉による。 2) 桐生掛物虫、(-，巻、 II2頁。 3) 同書、 E春、 95買。
足刺市史、下巻イ "1018頁。相生織物史、上巻、 446頁。中巻、 366頁。
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中
小
工
業
と
問
屋
白
楢
能

第
五
十
七
巻

第
四
観

三
王

O

ず
に
至
っ
た
。

営
時
の
生
産
組
織
は
概
ね
問
屋
制
工
業
の
形
態
を
と
れ
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

一
方
に
農
家
の
副
業
と
し
て
怪
ま
る
る
ほ
か

専
業
化
せ
る
生
斑
者
も
成
立
し
、
一
な
か
に
は
漸
突
に
資
力
主
増
大
し
、
相
判
立
生
産
者
B

と
し
て
相
営
の
規
模
陀
建
し
た
も
の
が
あ
る
。

他
方
に
零
細
な
る
賃
機
が
多
数
に
存
在
し
て
ゐ
た
と
と
は
言
ふ
迄
も
泣
い
。
桐
生
織
物
史
忙
よ
れ
ば
、
元
丈
以
前
、
平
絹
白
生
地
を

制
捜
織
し
て
ゐ
た
時
代
に
は
流
通
過
程
に
は
頁
鱗
商
品
及
川
小
関
夜
、
仲
買
)
は
成
立
し
て
ゐ
た
が
、
生
産
工
程
の
八
万
化
は
左
ほ
起
ら
や
、
徳

川
中
期
以
後
、
殊
に
そ
の
末
期
忙
な
い
て
製
織
技
術
も
一
庇
進
歩
し
販
路
が
披
大
し
作
た
め
、
生
産
工
程
及
び
銅
山
替
の
分
化
が
現
は

れ
わ
。
即
ち
機
島
愛
伺
力
怠
る
も
の
は
濁
立
機
業
家
と
し
て
原
料
紙
商
に
も
ま
た
賀
線
商
に
も
さ
し
て
支
配
さ
れ
ざ
る
元
機
屋
い
ぜ

り
、
彼
は
製
品
を
市
揚
に
沿
い
て
(
例
外
と
し
て
買
鱗
向
の
賠
現
に
て
)
賀
綴
商
忙
版
貸
す
る
。
之
と
併
ん
で
専
業
又
は
剛
北
主
と
し
て
替
ま

る
る
多
数
の
賃
機
が
存
在
し
、
己
れ
ら
は
元
機
屋
(
若
〈
は
買
総
肉
、
買
椴
向
を
兼
ぬ
る
赫
商
)
上
り
綜
白
支
給
を
う
け
、
ま
た
屡
々
織
機

を
も
借
受
け
て
賃
織
を
た
し
て
ゐ
た
。
た
N
L

原
料
を
元
機
屋
よ
り
掛
川
H
し
即
ち
借
受
け
る
と
北
川
忙
‘
製
品
の
時
賃
金
詫
ず
る
代
金
仕

事
白
機
屋
、
帥
ち
下
機
屋
が
営
時
既
忙
存
し
て
ゐ
た
か
否
か
は
疑
問
と
さ
れ
て
ゐ
る
。

要
す
る
民
一
花
機
屋
は
生
産
者
た
る
と
同
時
に
、
問
屋
的
機
能
を
目
指
し
て
産
地
製
法
問
犀
た
る
の
地
位
を
占
め
、
多
数
見
交
機
に
劃

し
て
生
庭
生
指
導
し
て
ゐ
た
b
け
で
あ
る
。
然
し
元
機
屋
よ
り
も
む
し
ろ
赫
商
及
び
民
織
商
が
か
か
る
問
屋
的
機
能
を
果
し
て
ゐ
た

同書、 270頁。横井fI!F岳、日本工業史(改造文庫駅)、1.22頁。
同者、 I二巻、 354賞。 8) 司書、 1，缶、~_z;6頁3
大島五断、徳川l時f¥oj桐丘二戦拘業円史的肝究U:単喬端姉著、日本資本主義史論
集.sIi-mt)、 36，頁。足利織物市本誌、 93頁。

己
と
は
言
ふ
ま
で
も
た
い
。
未
だ
江
戸
、
京
都
等
白
問
屋
と
民
維
商
と
の
連
絡
が
眠
時
崎
で
た
く
、
前
者
よ
り
の
註
文
が
一
般
化
し
た

い
聞
は
、
買
継
商
は
自
己
白
思
惑
に
よ
り
零
細
た
る
機
屋
よ
り
民
集
め
ん
が
た
め
成
る
程
度
ま
で
彼
等
比
謝
す
る
原
料
紛
の
支
給
乃

至
前
貸
を
行
っ
た
も
の
と
思
は
れ
為
。
然
し
註
文
生
産
が
増
し
、
ま
た
問
屋
よ
り
の
委
託
民
付
が
行
は
れ
る
に
至
つ
で
も
、
も
の
充

質
せ
る
資
力
主
以
て
同
様
た
る
活
顕
在
し
た
。
か
く
て
相
生
及
び
足
利
心
貿
縦
商
は
己
の
常
時
は
問
展
的
機
能
を
捨
常
し
勺
弘
、
絹

6
7
9

、、



れ も機
に力に洋
7t;織よ式
立機品染
つの准織
c 備 投
純般:に術
然的裡と
た使、し
る用洋て
マは式は
ヌ進の、
フか染明
アに色治
ク沿整十
千〈何年
ユれ法。
アた a ャ
形。ど力

態力が l
に織あ F
よ機り機
る E 、の
大 最己移
規初れ入
主主 tて らを
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が Jjj t~ め
見せ L"'"
らる古冶し
れ r J 1， 
る本織と
( 織物れ
明物がと
1官合福 v
-市上をピ
亙は越川 1

古1)日月歩機
立治ゼごに

のー L よ
謹十め z
客年た紋
瓦にも織
び 創 の
十 -:1'L で紋
去さあ彫
HHれる機
非 1(3) けz 。れ撚
縮己 E 総

桐生織物史、上春、 296頁空株L乍ら集散地問屋より目詩文取引が漸帯する。
{大島五郎、前掲論文、 358頁九
大島、前掲論文、 297頁。土原l符雄、日本費本主義史論集、'49頁。
桐生機物史~ rt春、 370頁以下。足制織物情本誌、 107頁以下、 283頁。

F 

市
場
医
長
い
て
生
産
者
よ
り
買
取
り
た
る
後
、
之
を
江
戸
、
京
阪
白
問
屋
に
賞
捌
い
た
。
商
業
者
と
し
て
は
E
の
ほ

h
に
仲
買
若
く

は
才
取
、
印
ち
プ
n
1
ヵ
ー
が
あ
り
、
ま
た
集
散
地
市
揚
を
経
由
せ
や
地
方
需
要
者
へ
販
費
す
る
闘
賞
も
少
敢
な
が
ら
存
し
一
ゐ

た
。
在
ほ
分
化
せ
る
各
業
者
陀
は
概
ね
仲
間
が
成
立
し
亡
ゐ
た
が
、
冥
加
金
を
納
め
ざ
る
私
的
の
も
の
に
止
ま
っ
た
。
終
日
門
日
の
規
模

は
漸
宍
増
大
し
、
徳
川
末
期
に
は
既
に
す
ヌ
フ
ア
ク
チ

A
7
の
段
階
陀
建
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
が
、
た
ほ
疑
問
の
徐

地
主
残
し
て
ゐ
る
。

明
治
年
問
に
お
け
る
生
産
流
通
組
織

明
治
以
後
に
語
け
る
雨
地
の
織
物
業
が
一
段
と
設
展
を
遂
げ
た
の
は
、
技
術
的
に
は
ま
づ
西
陣
へ
輸
入
さ
れ
充
洋
式
染
織
技
術
が

明
治
二
卜
年
前
後
に
E
こ
に
停
へ
ら
れ
た
と
却
を
・
我
が
岡
民
経
仰
の
帯
四
展
に
件
ふ
純
物
需
要
の
増
大
及
び
船
内
の
仲
張
陀
負
ふ
。

た
w
h

桐
生
の
如
き
は
常
に
品
質
に
沿
い
て
問
陣
陀
究
ぎ
、
か
つ
疋
利
と
共
陀
多
碍
多
様
た
る
製
品
を
織
山
川
し
、
又
明
治
年
間
輸
同
組

・
織
物
。
大
半
を
占
め
た
輸
出
初
ニ
車
に
語
い
や
先
取i
を
つ
け
わ
に
も
拘
ち
宇
、
屡
々
粗
製
般
活
の
弊
に
陥
っ
て
、
信
問
を
失
墜
し
た

の
み
た
ち
ゃ
R

機
械
化
そ
の
他
経
惜
の
改
善
に
沿
い
て
は
著
し
雪
も
の
た
〈
、
殊
に
明
治
後
半
ば
一
般
に
停
滞
的
で
あ
っ
た
と
い
へ

ト
Ahλ
ノ
。

中
小
工
業
と
問
屋
の
槽
簡

第
五
十
七
巻

n 

比
四
四
腕

ノ、

10) 

II) 
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中

小

工

業

と

問

屋

町

棚

能

第

五

十

七

巻

六

回

細
掛
業
曾
札
制
)
が
、
日
本
織
物
曾
枇
は
桐
生
足
利
の
有
力
買
維
商
及
び
機
業
家
と
、
東
京
の
問
屋
等
を
務
超
人
と
し
て
創
立
せ
ら
れ
、

特
に
相
生
に
支
配
的
地
位
を
も
っ
貿
繕
商
佐
弱
者
右
衛
門
、
同
喜
六
氏
を
中
心
曹
と
し
て
、
動
力
機
械
、
f

準
備
整
迎
工
程
用
機
械
白
み

主Z-一
事
問
斑

危
ち
ゃ
、
カ
線
機
を
も
使
用
し
て
綿
綿
4
1

、
納
壁
織
等
を
生
産
し
、
内
需
去
な
ち
ん
で
輪
出
を
も
振
興
せ
ん
と
し
た
。
問
年
京
都
線

物
合
枇
の
創
設
陀
hu
く
る
る
こ
と
約
争
裁
に
し
て
と
白
地
陀
も
か
か
る
新
式
粧
掛
法
が
企
制
さ
れ
た
と
と
は
、
営
時
の
織
物
業
に
於

て
桐
生
白
も
つ
地
位
止
人
材
と
を
一
際
一
示
す
も
の
と
言
へ
ょ
う
。
然
し
た
が
ら
か
か
る
機
械
化
せ
る
作
業
陀
職
工
の
熟
練
な
く
、
工

揚
建
設
に
も
長
年
月
を
要
し
、
ま
た
操
業
開
始
後
不
幸
に
も
不
況
に
波
ω過
し
た
た
め
、

営
初
の
成
績
は
必
宇
し
も
良
好
で
泣
か
う

た
。
刺
さ
へ
明
治
一
二
十
=
一
年
依
初
喜
六
氏
の
死
去
に
よ
旬
打
撃
を
う
げ
、
=
一
十
五
年
桐
生
織
物
株
式
合
枇
と
改
組
さ
れ
た
。

E
D
頃

撚
綜
機
及
び
整
理
精
練
用
機
械
に
つ
い
て
は
農
商
務
省
よ
り
輸
入
機
織
の
貸
刊
た
ど
の
奨
励
が
あ
っ
た
が
、
力
紙
機
は
織
物
合
枇
の

ほ
か
忙
は
桐
生
織
物
問
中
校
忙
設
置
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
恐
ら
く
根
本
的
忙
は
持
銀
が
低
廉
か
る
に
反
し
、
力
織
機
が
高
債
か
っ
不

、
完
全
で
あ
っ
た
己
と

rよ
り
、
ま
た
市
同
閣
の
狭
院
(
他
面
か
ら
且
れ
ば
製
品
目
多
様
性
)
に
よ
っ
て
力
級
機
の
採
用
が
島
〈
れ
た
り
で
あ
ら

う
。
そ
れ
が
盛
忙
導
入
さ
れ
た
の
は
明
治
の
末
年
、
殊
に
は
前
世
界
大
戦
後
の
E
と
で
あ
る
。
足
利
忙
長
け
る
洋
式
技
術
の
導
入
は

明
ら
か
で
危
い
が
、
桐
生
と
相
前
後
し
て
ジ
ャ
カ
ー
ド
機
が
設
備
さ
れ
た
の
を
初
め
と
し
て
、
純
金
く
れ
つ
つ
も
大
関
同
様
の
設
を

歩
ん
だ
乙
と
と
思
は
れ
か
。
桐
生
が
高
級
か
つ
多
様
在
る
絹
織
物
陀
主
力
正
注
ぎ
た
る
に
反
し
て
斗
足
利
忙
烏
い
て
は
明
治
一
一
十
年

代
よ
り
輸
出
綿
織
物
が
増
加
し
、
綿
織
物
、
絹
綿
交
織
物
が
相
営
白
比
率
を
占
め
て
ゐ
た
。
ま
た
桐
生
の
輪
山
川
織
物
は
相
俸
の
生
産

量
を
示
し
て
概
ね
三
四
割
を
占
め
、
時
に
は
過
半
に
建
す
る
こ
と
も
る
っ
た
に
反
し
、
足
利
に
恥
い
て
は
輪
山
刊
物
白
地
位
は
よ
り
低

か
っ
た
。
(
統
計
略
)

か
く
し
て
洋
式
技
術
白
導
入
が
行
は
れ
る
と
と
も
に
子
之
を
端
結
と
し
て
各
種
の
新
奇
織
物
が
工
夫
さ
れ
、
ま
た
輪
出
織
物
忙
も

桐生純物史、中巻、 405頁。 訪 問書、 492買。下春、 396頁以下。柳川昇、
桐牢織物業に卦ける前貸制度(鯉桝串論棒、静E巷8抗、停2巻2強入第Z巻、
1140頁以下に生産過程の分化白詳細な Q記油がある。
同書、中巻、 445、477頁。 5) 同書、下春、 240頁以下。
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少
か
ら
お
努
カ
が
誌
が
れ
た
。
こ
の
聞
に
生
産
組
織

κは
如
何
た
る
愛
化
が
見
ら
れ
た
か
。
準
備
工
程
及
び
整
理
工
程
の
機
械
化
は

進
行
し
た
け
れ
ど
も
、
カ
織
機
の
ャ
使
用
は
極
め
て
少
く
、
従
っ
て
前
後
工
程
の
分
化
が
更
に
確
然
と
し
た
ほ
か
、
生
斑
組
織
忙
は

た
w
h

第
一
に
、
輪
開
抽
刷
物
の
稜
建
は
殊
に
品
質
k
の
要
求
か
ら
整
理
工
程
心

般
に
大
な
る
援
化
は
な
か
っ
た
と
見
る
ベ
雪
で
あ
る
。

機
械
化
を
進
め
た
の
み
た
ら
守
、
そ
の
買
織
商
を
内
地
物
貝
綴
商
L
L
分
化
せ
し
め
、
そ
の
地
位
を
高
め
つ
つ
あ
ム
ヴ
た
。
亡
の
傾
向
(
は

第
一
夫
大
戦
後
忙
特
忙
明
瞭
と
怠
る
。

註
注
意
す
べ
き
は
屡
々
新
帯
構
物
を
出
し
た
に
も
掬
ら
ず
、
そ
れ
が
新
興
機
業
地
に
棋
徹
さ
れ
る
と
左
が
多
か
っ
た
。
例
へ
ば
調
二
重
は
耐
井
、

石
川
、
幅
島
(
川
俣
)
に
、
官
士
絹
は
岐
阜
、
富
山
、
石
川
、
福
井
に
、
紋
橋
子
は
嗣
井
に
、
(
後
白
人
絹
織
物
は
幅
井
、
石
川
に
)
模
倣
古
和
、
桐
生
は
む

し
ろ
競
争
に
敗
れ
凌
鈍
さ
れ
た
。
そ
の
原
悶
は
新
興
産
抽
が
製
品
の
品
質
備
特
を
落
す
ば
か
り
で
な
(
、
生
産
上
白
有
利
な
る
傑
件
を
も
つ
に
反
L
、

L

て
、
乙
田
地
は
惇
守
的
な
る
紐
替
組
織
を
維
持
し
た
こ
主
に
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
ま
た
か
か
る
競
手
上
田
平
羽
の
た
品
、
在
日
更
桐
生
は
新
し
き
工

夫
に
よ
O

て
利
潤
を
得
る
ほ
か
な
か
づ
た
の
で
あ
る
。

突
に
機
業
白
漸
突
の
殻
展
は
機
業
者
の
資
力
と
経
借
規
模
を
増
大
し
、
下
機
毘
を
成
立
ぜ
し
め
た
。
帥
ち
明
治
年
間
の
職
国
民
は
決

し
て
飛
躍
的
で
は
-
な
か
っ
た
け
れ

E
も
、
た
ほ
織
物
業
の
成
長
は
見
ら
れ
、
多
数
の
貸
機
(
農
工
品
部
骨
も
少
〈
な
い
)
の
中
か
ら
は
、
資

力
を
増
す
と
共
に
車
在
る
賃
業
者
の
域
を
股
し
て
代
金
仕
事
を
た
す
下
機
屋
が
成
立
し
て
来
た
。

原
料
相
主
党
機
屋
(
織
元
)
よ
り
借
入

れ
、
織
り
上
げ
た
る
製
品
に
封
し
て
代
金
主
受
取
る
。
か
く
て
明
治
年
間
に
は
元
機
屋
、
下
機
屋
及
び
賃
機
屋
の
三
つ
が
明
瞭
に
分

化
し
て
ゐ
る
。
有
力
た
る
生
産
者
の
地
位
は
究
第
肥
強
く
な
っ
た
が
、
社
ほ
大
多
数
は
買
継
商
の
資
本
力
と
市
場
前
動
に
依
存
し
、

之
宮
経
由
し
て
集
散
地
へ
販
賀
さ
れ
る
。
た
w
L

輪
向
織
物
に
つ
い
て
の
み

k
記
の
如
〈
生
産
者
の
地
位
が
向
上
し
て
、
直
接
販
賓
が

現
は
h
M
、
買
鱗
商
が
排
除
さ
れ
る
傾
向
が
見
え
て
来
た
。

生
産
者
と
商
業
者
と
白
関
係
に
長
い
て
は
輪
出
織
物
。
分
野
に
告
い
て
の
み
た
ら
守
、
更
に
買
織
商
の
地
位
の
退
化
を
物
語
る
事

中
小
工
業
と
問
屋
白
機
能

億
五
十
七
魯

子五

停
四
競

六
五
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-e れ

。

さ

可

叶

調
。
マ
市

町
由

4

t
ミ
、

か
む
径

回
ば

T

支
ね
い

な
か
J
目

的
さ
仰

い
ま
や
集
位
一
訓
問
屋
が
己
的
機
能
忙
果
す
と
と
と
志
・
。
…
器
開

匂

買

の

は

捕

り
い
そ
の
結
果
、
民
鱗
商
は
己
の
側
か
ら
も
鹿
迫
さ
れ
る
に
至
る
。
郎
ち
集
散
地
問
屋
よ
り
の
註
石
川
よ
る
生
産
が
多
く
在
hh
、
六
町
駅
一
同

8

、
買
弱

爾
白
市
に
な
け
る
市
揚
取
引
の
ほ
か
、
元
機
長
(
織
元
)
又
は
賀
線
商
の
底
頭
陀
て
取
引
す
呂
準
市
取
引
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
廃
止
案
杖
は
の

荷
或
可
。

が
賛
行
さ
れ
左
か
っ
た
と
と
も
、
問
屋
の
機
毘
仕
掛
す
る
支
配
か
が
喝
イ
た
っ
た
と
と
の
詮
左
で
あ
る
し
、
土
た
明
治
四
十
年
、
買
醐
商
轍
領

自
料
買
お

繕
口
銭
自
主
要
求
し
た
ゆ
雨
量
警
の
主
禁
容
れ
ら
れ
も
、
更
に
大
主
一
年
に
は
設
に
集
散
地
問
屋
の
側
士
山
最
長
時
計

肢
止
が
強
行
さ
れ
る
に
至
つ
か
の
も
、
後
者
の
優
位
を
示
す
も
の
に
外
た
ら
た
い
〆
+
ん
も
買
縦
商
は
従
来
(
明
治
二
十
六
年
以
恥
)
一
分
町
北
叫
ん
臨

h
掲
綻
前

八
厘
乃
至
一
分
二
座
の
口
一
誌
を
問
屋
よ
り
受
け
て
ゐ
た
代
り
忙
、
こ
の
時
か
ち
費
込
臨
時
哨
と
し
て
一
分
一
遍
五
毛
主
織
物
生
時
者
陀
倍
前
破
、

4

、H
R

負
捨
せ
し
め
る
己
と
に
は
成
功
し
た
。
か
べ
て
買
維
商
の
支
配
力
は
弱
化
し
た
り
と
は
い
へ
、
機
業
者
忙
劃
し
て
は
な
ほ
力
主
岬
ひ
弘
同
一
語

得
た
わ
け
で
あ
る
。
た
ほ
生
締
商
も
ま
た
信
用
(
ガ
十
日
乃
至
丸
十
日
の
手
形
)
に
よ
る
原
料
供
給
を
沼
じ
て
機
業
者
を
支
配
す
る
力
を
同
柳
佐
犬

も
っ
て
は
ゐ
た
が
、
彼
等
が
機
業
者
の
生
産
白
内
容
に
干
渉
す
る
と
と
は
少
か
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。

巾
小
工
業
と
問
屋
の
機
能

務
五
十
七
巻

六六

互
い
計
四

賀
が
見
附
さ
れ
る
。
何
れ
白
地
に
告
い
て
も
機
屋
が
零
細
左
品
開
は
仲
買
が
締
の
供
給
と
共
に
製
品
の
販
買
を
捨
営
し
、
問
屋
的
機

能
を
替
む
が
、
機
業
者
白
資
力
大
L
L
た
る
に
及
び
(
製
品
種
如
、
或
は
肱
路
川
特
別
の
困
難
な
き
限
り
)
自
ら
原
料
紛
の
仕
入
と
主
要
生
産

第
四
腕

工
程
と
牢
行
ひ
、
神
田
貝
は
阜
た
る
買
纏
商
と
在
る
。
付
師
商
と
白
分
化
も
確
然
と
た
り
、
金
融
的
機
能
及
び
生
時
一
指
導
の
機
能
は
漸
次

止
へ
は
れ
る
管
で
あ
る
。
相
生
及
び
名
利
白
買
繕
商
は

E
に
そ
の
例
で
あ
り
、
明
治
二
十
九
年
破
綻
L
た
最
有
刀
の
佐
初
商
屈
と
そ
の

他
少
数
白
者
を
除
け
ば
明
治
宇
ば
以
降
は
大
糟
は
生
産
者
と
集
散
地
問
屋
と
の
仲
介
を
な
す
に
止
ま
っ
た
。
売
し
か
に
そ
の
商
業
的

活
動
は
機
敏
で
あ
り
、
大
佐
る
資
本
を
利
用
し
て
島
町
地
織
物
を
消
費
地
へ
費
込
む
た
め
に
大
き
な
働
雪
を
し
て
来
た
け
れ

E
も
、
そ

り
生
産
者
に
約
す
る
指
導
力
は
徐
々
に
弱
化
し
た
。
然
し
乍
ら
図
民
経
怖
の
杢
般
的
規
模
の
鏑
大
と
集
約
化
と
位
伴
ひ
、
之
陀
代
つ

て
生
産
的
機
能
を
替
む
商
業
者
の
必
要
は
直
ち
に
伝
〈
た
る
も
の
で
た
い
。

然 L

， ， 
/ 
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要
す
る
に
生
産
者
白
地
位
の
向
上
と
頁
織
商
の
弱
鰐
化
は
明
治
時
代
に
は
ま
だ
蔚
穿
的
政
態
に
止
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

四

第
一
次
大
戦
後
に
お
け
る
接
民

第
一
次
大
戦
よ
り
支
那
事
遊
勃
設
ま
で
の
時
期
は
凡
そ
一
一
期
に
凡
ー
っ
と
と
が
出
来
る
。
大
臓
の
及
ぼ
し
た
る
直
接
間
接
の
影
響
が

我
が
岡
氏
経
済
全
般
に
封
し
て
大
き
か
ヲ
た
こ
と
は
一
一
首
ふ
迄
も
な
い
が
、
軽
工
業
に
沿
い
て
は
大
正
末
期
、
あ
る
ひ
は
昭
和
初
期
か

ち
戦
争
白
影
響
と
は
別
個
の
護
展
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
撤
回
の
仲
展
は
事
経
に
先
立
つ
数
年
に
特
に
著
し
い
。

世
界
大
戦
後
の
最
も
顕
著
注
鐙
化
は
生
産
組
織
白
側
陀
沿
い
て
は
機
械
化
で
あ
り
、
流
通
組
織
の
側
に
長
い
て
は
市
揚
忙
な
け
る
ヂ

問
屋
及
び
百
貨
府
の
勢
力
増
大
で
あ
っ
て
、
己
れ
ら
は
市
立
す
る
に
我
が
同
氏
紅
、
加
の
飛
躍
的
殻
展
の
結
果
に
阪
か
た
ら
血
。

大
戦
中
及
び
戦
後
に
お
い
て
機
業
者
の
手
中
に
害
額
さ
れ
た
英
大
た
利
潤
は
、
底
ち
忙
経
笹
規
模
の
樹
大
に
向
っ
た
。
少
か
ら
ね

部
分
が
消
費
の
膨
肢
に
充
て
ら
れ
た
己
と
も
事
貸
で
あ
Z
が
、
機
業
者
が
利
潤
聖
位
ち
に
織
機
哨
設
に
肉
付
る
の
は
各
地
と
も
共
通

の
事
例
で
あ
る
o

わ
が
綿
織
物
に
沿
い
て
は
闘
に
円
露
戦
争
後
に
カ
織
機
が
相
常
忙
普
及
す
る
に
至
っ
た
か
ら
、
絹
の
カ
蹴
刷
機
も
漸

究
改
良
を
加
へ
ら
れ
、
明
治
末
年
主
り
徐
々
に
使
用
さ
れ
つ
つ
る
つ
わ
。
ま
た
桐
生
に
も
そ
の
製
作
に
詰
る
相
生
製
作
併
が
創

rさ

れ
て
、
明
治
四
十
年
よ
り
事
業
干
開
始
L
、
白
ち
大
戦
中
に
は
桐
生
機
械
株
式
合
枇
に
継
承
さ
れ
た
。
し
か
も
E
己
に
直
接
か
つ
根

本
的
在
護
反
白
動
閃
が
現
れ
も
i
a

印
ち
間
内
及
び
海
外
市
揚
の
掠
大
で
あ
る
。
戦
時
及
び
戦
後
に
h
d

け
る
我
図
民
の
生
荊
程
度
の
上

R
f
は
絹
織
胸
消
費
者
著
し
〈
高
め
た
の
み
た
ら
す
、
移
輸
出
(
朝
鮮
、
満
洲
、
来
凶
、
印
度
等
)
の
増
加
は
経
賛
同
叫
棋
の
増
大
に
到
す
る

板
め
て
有
力
在
刺
戟
で
あ
っ
た
。
殊
に
移
輸
出
織
物
は
取
引
車
位
大
た
る
の
み
た
お
一
中
、
内
地
織
物
の
如
雪
流
行
の
印
式
法
は
少
い
。

明
治
年
聞
に
支
配
的
で
あ
っ
た
羽
二
重
の
段
か
に
、
富
士
絹
叉
ぴ
ス
バ
ン
ク
レ
ー
プ
等
が
現
れ
た
が
、
大
量
均
一
た
る
製
品
が
要
求

中
小
工
業
と
凡
障
の
機
能
、

第
五
十
七
巻

一
五
五

第
四
競

六
七

同書、 3D'頁。 '5) 同帯、 305頁。
周年以前は更に高半であっCk(同書、 304買)。
桐生軸物史、下巻、 455頁。，) 柳川昇、前掲稿文、司伝買帯事問。
桐生織物具、下巻、 397頁以下 3) 同昔、 40，5頁。
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16) 
17 ) 
2) 



市
小
工
業
と
同
居
の
機
能

群馬車重力融機蓮華量白噌加

職工十人以上白も白 十人未満白も白

年末i戸数|力融機!手融機 l戸 数l力融機|手織概

大正 3 81' " 1.010 820 13.321 2o 13，131 

4 85 747 689 14，229 8 

5 50 1，144 367 13，072 2 14，399 

6 80 ll613 499 14
J
{}6iJ 27 15，478 

ケ 102 21003 599 14，'998 23 

8 121 3，047 413 15，689 112 17.258 

9 126 519 16，029 153 
」ー

第
五
十
七
巻

正群馬麟統計書による〕

し、さ

てれ
見、た
ら q

!/L4l由通
、く
やて
が力
て織

内機
二片品 目

向使
織用
物は
及まコ
てF づ主
賃大長
機経
i 替

ノj、、

幅 z
i織と
機に

事選
及織
す機
る陀
tて ゐ

第
四
披

大

，一、

至
っ
た
。
大
経
替
の
株
式
舎
枇
形
態
を
と
る
も
の
が
続
々
成
立
し
た
の
と
歩

調
を
と
も
に
し
、
や
が
て
小
経
費
に
も
利
潤
の
蓄
積
が
進
行
し
た
結
果
で
あ

ら
う
。
手
機
は
群
馬
燃
に
沿
い
て
は
大
五
九
年
頃
を
絶
頂
と
し
て
爾
来
減
少

k
開
じ
、
足
踏
機
は
昭
和
初
年
ょ
。
減
少
し
始
め
、
小
K
M
O
残
存
せ
る
は
漸
〈

農
業
者
の
鏡
且
百
貨
機
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

か
く
の
如
き
カ
織
機
化
は
生
産
者
白
費
九
の
増
大
を
物
予
島
町
生
産

者
の
地
位
は
そ
れ
だ
け
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
も
り
と
い
へ
る
c

右
も
生
産
者

の
中
に
は
種
々
白
分
化
が
行
は
れ
、

一
方
ば
有
力
機
染
者
が
命
社
形
態
叉
は

個
人
形
態
を
と
っ
て
成
長
し
、
他
方
に
は
輸
出
向
生
産
者
と
内
地
向
生
徒
者

と
が
分
化
し
た
。
殊
に
規
模
の
増
大
は
輸
出
向
機
業
者
陀
著
し
く
、
彼
等
は

そ
白
地
位
を
高
め
て
、
買
継
を
遇
ぜ
宇
直
接
に
横
演
の
倫
同
業
者
と
取
引
す

る
に
歪
担
、
従
っ
て
綿
一
苅
と
し
て
賃
機
を
駆
使
じ
、
問
屋
機
能
を
進
行
す
る
。
逆
に
有
力
な
与
買
鰭
商
に
し
て
舎
祉
企
業
主
興
じ
、

又
は
資
本
的
民
経
替
的
に
之
に
参
加
す
る
事
に
よ
り
生
産
者
化
ず
る
揚
告
も
見
ら
れ
た
。
何
れ
に
せ
よ
輸
出
織
物
に
つ
い
て
は
機
械

化
と
併
行
し
て

J

生
産
者
1
製
法
問
屋
の
地
位
が
著
し
〈
高
ま
り
、
貿
維
商
は
潮
吹
排
除
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
た
っ
た
。
と
白
鮪
は
桐

生
足
利
に
共
遇
で
あ
る
が
、
輪
出
物
多
苦
桐
坐
に
沿
い
て
一
一
厨
顕
著
の
ゃ
う
で
あ
る
。
内
地
織
物
に
つ
い
て
は
大
規
模
経
替
の
出
現

大正四年以降群馬勝士惜としては贋隔力融機より小幅力織視の方が盗かに多
い。昭和7年以降は再び逝持して腐幅力織機部多〈なる(群馬車系統計帯によるJ。
柳川昇、前掲論文研載、桐生織物同業組合調白輯計による (259頁)。
柳川鼻、前掲論文、 279頁③但し柳川氏自如れこ白傾向が内地織物生産者疋

4) 

5) 
6) 



肝時脂争
屯

イ
主百(

 
相貨のk

コ』

制

刊
で
、
ハ

問

頁

疑

円

」

は

一
D

H

 

る

o
H

す

買

誌

機
屋
の
底
頭
比
一
軒
け
る
取
引
が
盆
々
多
〈
危
っ
た
の
で
あ
る
。
根
本
的
に
は
闘
民
経
済
白
一
一
部
化
が
愈
々
進
む
に
つ
れ
て
庚
汎
怠
る
と
同
年

、

白

4
十

需
要

E
針
象
と
す
る
商
業
荷
動
の
も
つ
意
義
が
軍
大
と
在
り
、
之
を
捨
営
す
る
問
屋
の
資
力
と
生
産
的
機
能
が
そ
白
地
位
を
強
大
化
叫
冒
町
名
日

i

d

2

4

、五

し
た
も
の
と
見
る
と
と
が
問
来
よ
う
。
た
宝
か
か
Z
問
屋
の
支
配
は
決
し
て
目
的
意
識
的
に
順
調
に
歩
み
を
続
け
た
わ
け
で
な
い
ロ
山
日
目
パ
同
町

ィ
、
主
明
言

般
毎
日
り
同

一
中

P
物

も
、
、
織

に
史
巻
阪

商
物
中
大

耀
融
、
ば

買
生
書
へ

び
桐
同
倒

も
限
度
が
あ
り
、
貿
縫
商
排
除
も
形
式
的
に
は
進
行
し
注
い
。
要
す
る
に
輪
出
物
と
内
地
物
と
相
呉
る
雨
部
闘
が
存
し
た
乙
Y
F
一
は
宥

過
す
べ
か
匂
玄
る
事
貸
で
あ
っ
た
。

J
1
8
イ
'

生
産
組
織
忙
長
け
る
鑓
化
は
力
織
機
の
普
及
で
あ
る
が
、
流
通
組
織
に
治
け
る
愛
化
は
買
織
商
白
後
退
と
集
散
地
問
屋
及
び
百
貨

泊
の
進
出
で
あ
る
。
月
六
粛
の
市
(
桐
生
l
一
一
一
八
白
目
、
足
剥
五
十
白
日
)
を
大
正
九
年
よ
り
七
隈
制
と
改
め
、
相
生
は
本
市
日
聖
火
曜

日
、
準
市
日
を
土
曜
日
と
定
め
、
足
利
は
夫
々
木
曜
日
と
月
曜
目
と
定
め
、
取
引
決
済
を
す
ペ
て
本
市
日
忙
行
ふ
E
と
と
友
っ
た
白

は
、
車
に
銀
行
そ
の
他
の
休
日
が
日
曜
日
た
る
に
歩
調
を
合
せ
た
に
止
ま
る
が
、
大
正
三
年
忙
は
買
継
口
銭
が
廃
止
さ
れ
た
己
と
、

並
び
に
市
揚
取
引
が
減
少
せ
る
結
果
、
廷
に
昭
和
五
年
六
月
忙
は
市
場
廃
止
を
見
る
に
至
つ
わ
と
と
は
、
す
べ
て
内
地
向
織
物
に
長

砂
る
集
散
地
問
屋
白
地
位
の
強
大
化
を
示
す
事
寅
で
あ
る
。
査
し
市
揚
一
取
引
〔
例
へ
ば
桐
生
織
物
市
場
株
式
官
世
白
上
下
市
場
に
お
け
る
取

引
)
が
減
少
し
た
の
は
、

漸
次
集
散
地
問
屋
よ
り
白
註
文
生
産
が
増
し
た
結
果
で
あ
り
、
市
揚
外
取
引
、
即
ち
賀
維
商
b
る
ひ
は
元

問
屋
と
て
喜
ん
で
危
険
を
負
空
9
る
も
の
で
は
紅
い
が
、
大
戦
中
又
は
戦
争
直
後
白
如
く
需
要
D
増
加
し
た
揚
合
に
は
、
買
漁
り
競

守
が
激
化
す
る
筈
で
あ
り
、
問
屋
は
貿
織
を
通
じ
で
、
或
は
遇
ぜ
中
し
て
機
屋
を
捉
へ
、
資
金
的
援
助
又
は
販
路
の
保
設
等
白
手
段

を
以
で
商
品
を
確
保
せ
ん
と
す
る
o
l
l
l買
鱒
商
が
思
惑
的
に
貿
漁
る
己
と
は
こ
の
地
で
は
比
較
的
多
く
な
か
う
た
。
自
然
、
と
れ

と
併
行
し
て
生
産
に
謝
す
る
問
屋
の
干
渉
指
導
の
如
き
も
行
は
れ
る
己
と
と
た
る
。
初
め
買
継
商
白
底
頭
陀
て
行
は
れ
た
註
丈
取
引

が
、
や
が
て
買
繕
商
を
伴
っ
て
機
犀
に
至
り
、
主
と
し
ナ
一
誌
で
行
は
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

中
小
Z
業
是
問
屋
白
機
曲

地
滑
正
十
七
巻

三
五
七

第
四
競

六
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)
}
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中
小
工
業
主
問
屋
町
禅
師

第
五
十
七
笹

第
四
腕

七
O 

三
五
凡

勿
論
、

h
L
る
問
屋
白
攻
勢
に
封
し
て
買
継
商
は
種
々
の
予
段
を
以
て
封
抗
ぜ
ん
と
し
た
n

買
繕
口
銭
廃
止
問
題
に
つ
い
て
は
敗

れ
た
が
、
買
繕
商
相
互
聞
の
競
争
を
防
庁
た
め
忙
業
者
数
の
増
加
を
制
限
し
た
。
桐
生
、
足
利
と
も
に
内
地
織
物
賀
線
商
は
た
が
く

二
十
六
七
名
を
超
え
た
い
。
主
た
商
業
組
合
の
組
織
に
先
立
ち
一
種
の
統
制
組
織
を
つ
〈
り
、
底
員
の
訓
練
の
ほ
か
、
問
屋
よ
り
の

苦
情
を
園
慨
的
に
庭
現
せ
ん
と
し
、
更
忙
組
合
結
成
後
も
取
引
は
理
事
長
名
義
を
以
て
決
済
し
た
。
雨
毛
織
物
の
販
路
開
拓
の
た
め

東
京
、
大
阪
そ
の
一
舶
に
長
い
ナ
属
加
に
開
か
れ
た
宣
僻
舎
、
陳
列
舎
の
如
吉
も
、
。
表
凶
上
は
集
散
地
問
屋
(
放
刊
日
に
百
質
問
)
と
産
地
買
融

商
と
の
共
同
主
催
'
と
さ
れ
て
ゐ
る
ぷ
ー
そ
の
イ
エ
シ
ア
テ
イ
ヴ
は
む
し
ろ
問
者
の
側
陀
強
か
っ
た
の
で
は
詮
い
か
と
思
は
れ
る
。

我
が
閲
に
於
て
百
貨
底
が
飛
路
的
た
膨
脹
を
遂
げ
た
の
は
同
じ
〈
第
一
安
大
戦
直
後
で

i

あ
り
、
既
に
株
式
曾
枇
形
態
を
と
っ
て
ゐ

た
=
一
越
、
松
坂
屋
の
ほ
か
、
松
屋
、
白
木
屋
、
高
島
屋
、
大
丸
、
十
合
等
が
株
式
合
祉
と
た
っ
た
白
は
大
五
八
、
九
年
で
あ
り
、
又

綾
い
て
地
方
都
市
陀
も
百
貨
底
の
褒
建
が
見
ら
れ
か
。
百
貨
庄
の
議
建
は
大
量
の
販
路
ゲ
一
開
拓
し
た
黙
に
於
て
、
ま
た
と
の
需
要
居

を
背
景
と
し
て
各
底
濁
自
円
高
級
品
を
生
産
せ
し
め
ん
が
た
め
生
産
地
主
指
導
し
た
拡
に
於

τ
、
織
物
そ
の
他
雑
貨
生
産
に
奥
へ
た

刺
戟
は
決
し
て
少
〈
た
い
。
尤
も
と
と
で
官
貨
屈
に
イ
三
シ
ア
テ
f
ヴ
白
あ
う
た
揚
合
と
然
ら
ざ
る
揚
合
と
が
あ
っ
た
と
と
を
見
逃

し
て
は
た
臥
た
い
。
昭
和
五
、
六
年
以
前
、
競
争
白
激
化
す
る
以
前
白
百
貨
底
P
殊
に
大
都
市
の
百
貨
底
は
各
自
安
定
註
耐
剛
容
を
有

し
、
高
級
口
聞
に
相
常
の
カ
を
注
い
だ
。

E

の
た
め
に
流
行
品
の
如
き
、
調
自
の
考
案
に
よ
る
意
匠
を
誇
り
、
屡
々
新
規
の
染
織
品
主

、
創
出
し
て
、
専
属
の
機
屋
を
し
て
枯
ら
し
め
た
。
(
例
へ
ぽ
一
ニ
越
が
最
近
ま
で
桐
生
に
問
虫
所
を
も
っ
て
ゐ
と
如
き
は
、
金
〈
と
れ
が
た
め
に
件
な

ら
ぬ
J

雨
毛
地
方
に
台
け
る
織
物
意
匠
円
一
進
歩
に
つ
い
て
は
問
屋
と
併
ん
で
百
貨
底
白
指
導
力
を
題
す
る
と
と
が
同
来
た
い
が
、
か

は
電
融
問
曾
枇
等
が
百
貨
庄
の
鏡
替
を
開
始
す
る
時
に
、

か
ろ
生
際
部
商
へ
の
進
出
は
直
接
に
行
は
れ
る
と
は
限
ち
ぬ
。
従
来
呉
服
商
そ
の
他
が
蜘
聞
社
形
態
の
百
貨
底
に
改
組
さ
れ
る
時
、
叉

慨
に
有
力
附
屋
の
援
助
、
即
ち
出
資
、

委
託
販
寅
等
在
く
し
て
は
殆

E
不

グイヤ毛シド社編、経宮時
究台、 4'頁)なEにより之を窺ふことを得る。
松田慣三、新訂デパートメントストア、 138-9買。
詰事の基礎知識(骨6攻腕)~ 1325貰。
三彩官(三越)、百選骨(高島屋)、研彩曾(大丸)、流行官(松坂屋)の如きはこ

z吋

Il) 



可
能
で
あ
っ
て
、
事
賃
上
、
三
越
、
松
坂
屋
を
除
け
ば
問
屋
資
本
心
参
加
を
見
友
い
百
貨
広
は
殆
ど
註
い
。
直
接
問
屋
が
向
資
す
る

ほ
か
、
商
品
産
地
の
商
人
生
産
者
に
こ
れ
ら
株
式
を
紹
介
勅
誘
し
た
己
と
も
稀
で
は
た
い
と
い
ふ
。
か
く
し
て
殻
展
し
た
百
貨
庄
が

大
衆
需
要
居
を
開
拓
し
た
功
績
は
大
昔
い
。
が
遡
っ
て
間
庭
庁
身
が
自
己
の
特
徴
(
関
誌
に
は
喪
先
白
百
貸
出
白
特
徴
)
乞
創
る
た
め
生
産

者
を
血
相
導
し
、
同
時
に
己
の
大
量
な
る
販
路
を
確
保
ぜ
ん
と
し
て
産
地
生
産
者
と
大
規
模
小
賀
商
と
を
結
び
づ
け
た
事
も
少
く
な
い

の
で
あ
る
。
モ
の
後
百
貨
底
が
直
接
生
産
者
と
援
縄
す
る
傾
向
が
漸
弐
減
退
し
従
う
て
毎
々
問
屋
E
利
用
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
一

に
は
問
屋
を
介
在
せ
し
め
る
方
が
商
品
ス
ト
ッ
ク
を
か
か
へ
る
必
要
正
危
険
を
減
じ
、
ま
た
百
貨
屈
が
一
般
に
一
一
両
級
品
よ
り
大
衆
口
聞

を
主
と
す
る
に
至

h
、
商
品
の
特
徴
を
さ
ほ

E
重
税
し
な
〈
在
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
へ
、
勿
論
生
産
地
に
謝
す
る
意
匠
の
指

導
に
つ
い
て
は
問
屋
と
協
力
を
績
け
、
か
く
し
て
百
貨
庄
が
議
々
危
険
を
負
指
せ
ざ
る
指
導
者
と
た
る
に
至
っ
た
の
は
、
棋
本
的
に

は
百
貸
出
の
資
本
力
と
地
位
が
強
大
と
な
っ
た
こ
と
に
蹄
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
た
い
。

以
上
要
す
る
に
、
前
大
戦
後
に
恥
い
て
は
L
M
織
機
の
普
及
に
よ
る
生
産
者
の
成
長
と
、
他
方
に
問
屋
及
び
百
貸
出
の
努
力
増
犬
、

/
 

産
地
買
纏
'
聞
の
弱
偶
化
骨
明
ら
か
忙
見
る
己
と
が
出
来
る
。
生
産
的
機
能
は
愈
々
集
散
地
問
屋
の
手
に
移
り
、
生
産
の
方
向
を
動
か

す
の
は
多
く
の
揚
合
彼
等
で
あ
っ
た
。
輪
出
純
物
に
あ
っ
て
は
生
産
的
機
能
と
商
業
的
機
能
と
の
結
合
を
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

坐
産
品
種
に
つ
い
て
は
桐
生
に
語
い
ず
一
帯
の
ほ
か
御
召
が
主
要
注
る
地
位
を
占
め
O

L
あ
っ
た
が
、
足
利
に
て
は
絹
綿
交
織
物
及

び
綿
織
物
が
依
然
、
計
し
て
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
た
(
統
計
時
三

E 

昭
和
年
間
に
於
け
る
問
屋
の
活
動

大
E
末
年
に
至
り
前
大
戦
後
の
恐
慌
に
よ
る
岡
氏
粧
済
の
疲
弊
も
悶
復
し
、
昭
和
初
年
よ
り
絹
織
物
内
一
内
地
消
費
が
増
加
す
る
と

中
小
工
業
と
問
犀
の
機
前

第
五
十
七
巻

E 
丸

第
同
競

七

白ための陳列骨でるった。
怯田慣王、前掲替、 z旬、 288頁。
群馬軍事統計詩によれば大lliz年二百万聞に謹し、昭和元年配に三官万国を超ゆ
る栂召の生産がある。桐生純物史、下巻、394頁。足利回生産高は昆刺布Ja..吾郎。
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中
小
工
業
と
問
障
の
機
間

足利力織機謹数白噌加
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剖

外E 市

第
五
十
七
巻

六
O 

第
四
腕

七

共
に
、
他
方
で
は
輪
出
、
殊
に
朝
鮮
、
閲
東
州
、
満
洲
向
移
轍
問

が
著
し
〈
増
加
し
て
京
市
た
の
己
の
頃
よ
り
多
く
の
産
業
、
特
に
こ

己
陀
問
題
と
す
る
織
物
業
忙
相
首
顕
著
友
愛
展
を
見
聞
す
の
は
、

第
一
に
か
か
る
内
外
市
揚
白
摘
大
陀
負
ふ
も
の
で
あ
ら
う
。
昭
和

五
年
白
金
輸
出
解
禁
と
世
界
的
不
況
と
が
大
羽
撃
と
は
た
っ
た

が
、
や
が
て
輪
山
の
仲
張
期
を
迎
へ
た
己
と
は
世
人
の
記
憶
忙
新

た
た
と
己
ろ
で
あ
る
。
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時
期
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民
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1
 

白
棋
大
を
足
利
の
織
機
華
敢
に
つ

い
て
見
れ
ば
上
去
の
如
く
.
昭
和

Lここ
三
年
よ
り
支
那
事
援
ま
で
結
え
宇

増
加
し
、
殊
に
そ
の
増
加
の
勢
は

57 -VD 6
 

小
幅
織
機
よ

b
も
炭
幅
織
機
に

大
な
る
己
と
を
知
る
。
昭
和
十
年

合 計 1102 

陀
は
庚
幅
織
機
は
織
機
楓
蚕
教
の

分
白
一
に
達
す
る
こ
と
正
怒
っ

た
。
織
機
寮
数
別
工
揚
数
を
見
れ

日本貿易精理〔買洋経済新報編)、 620買、 37"頁等参照。



¥ 

ば
、
今
在
ほ
二
十
事
未
満
匂
零
細
規
模
白
も
の
が
八
割
強
を
占
め
、

一
一
戸
常
り
平
均
十
四
二
一
裏
(
昭
和
十
一
拍
)
で
あ
っ
て
、
ー
と
の

意
味
で
他
の
生
産
地
忙
比
し
て
生
産
規
模
は
大
き
く
た
い
。
け
れ

E
も
他
方
に
た
い
て
、
百
査
以
上
を
設
備
せ
る
も
の
六
工
揚
、
五

十
嘉
以
上
百
事
未
満
の
も
の
十
八
工
揚
を
算
す
る
忙
至
っ
て
ゐ
る
。
乙
誌
で
一
般
に
轍
問
向
織
物
を
生
産
せ
る
工
場
、
若
く
は
内
地

向
織
物
主
食
皆
せ
る
も
白
が
よ
り
大
規
模
で
あ
る
こ
と
、
並
び
に
市
内
に
比
べ
て
市
外
エ
揚
(
主
・
と
し
て
E
刺
市
西
部
)
に
大
規
模
た
も

の
が
多
い
と
と
が
明
か
忙
宥
取
さ
れ
る
。
生
産
品
内
容
に
長
い
て
、
市
内
に
て
は
内
地
向
絹
織
物
(
銘
仙
そ
の
他
)
が
多
い
忙
反
し
、

市
外
陀
て
は
輪
出
綿
織
物
、
人
絹
織
物
(
製
品
と
し
℃
は
ス
パ
ン
ク
レ
ー
プ
及
び
人
絹
縮
制
)
が
多
い
か
ら
に
外
た
ら
ね
。
た
ほ
桐
生
に
-K

い
て
も
事
情
は
大
隈
同
様
で
あ
る
。

轍
移
出
の
設
展
忙
件
ふ
か
く
の
如
き
生
産
規
模
の
増
大
、
殊
に
轍
出
物
生
産
者
の
成
長
と
‘
凶
且
維
商
排
除
(
若
し
〈
は
兼
管
)
の
傾
向

¥ 

は
一
居
進
行
し
た
。
然
し
裳
忙
述
べ
た
る
如
く
、
こ
の
傾
向
は
直
ち
に
内
地
物
の
生
産
流
通
機
構
に
ま
で
大
た
る
影
響
を
輿
へ
売
の

で
は
た
い
。
亡
の
方
面
に
沿
い
て
も
市
況
好
特
し
た
る
た
め
生
産
者
の
蕎
積
は
増
加
し
、
力
織
機
の
普
及
が
進
ん
だ
。
、
昭
和
六
年
の

工
業
組
合
法
忙
主
思
惑
っ
か
の
工
業
組
合
は
昭
和
三
年
設
立
さ
れ
た
桐
生
物
産
信
用
販
寅
組
合
ー
と
相
侠
っ
て
、
更
に
生
産
者
白
地
位

の
強
化
を
助
け
た
。
け
れ
ど
も
た
ほ
内
地
向
織
物
の
生
産
者
の
規
模
は
此
地
白
生
産
品
穣
(
先
染
物
)
か
ら
来
る
制
約
の
た
め
或
る
程

度
以
上
に
は
瞭
大
し
た
か
っ
た
。
特
に
己
主
で
注
意
す
べ
き
は
、
相
生
足
利
地
方
に
は
零
細
た
る
賃
機
多
く
、
し
か
主
今
託
ほ
農
工

霊
宮
賃
機
存

L
J
生
障
者
は
自
己
の
設
備
の
み
で
た
く
、
壁
言
巧
み
に
利
用
し
た
己
と
で
あ
る
。
意
匠
の
多
様
在
る
品
種
を
自

由
忙
選
ぴ
、
時
比
は
危
険
を
仰
に
聯
嫁
す
る
忙
は
、
か
か
る
賃
機
を
利
閉
す
る
乙
と
が
極
め
て
有
利
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
れ

或
は
仙
の
専
門
業
者
に
行
は
し
め
た
る
の
ち
、

製
織
工
程
の
一
部
を
賃
機
に
委
ね
る
が
、
中
に
は
大
部
分
又
は
全
部
を
賃
織
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
後
の
揚
合
に
は
税
等
は
織
機

を
利
用
す
る
生
産
者
は
、

生
産
の
計
葺
を
樹
て
準
備
工
程
(
下
掛
)
を
自
ら
行
ひ
、

中
小
工
業
と
問
犀
白
欄
能

第
五
十
七
巷

大

第
同
擁

-h 

足踏離を除(， 
工業組合計まづ職問織物業者について組織され、内地織物には後れたととは
雨者の規模一生産者白地位ーの差異にも悶zも白であら・ぅ。
繊維需給調整協議官査録によ恥ば、足利の織機 22，443謹白うち、農家乗替の
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3) 

4) 
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中
小
工
業
と
問
買
の
機
能

第
五
十
七
番

ン勺

第
四
腕

七
回

主
た
準
備
工
程
用
の
機
械
を
も
)

自
ら
設
備
す
る
必
要
が
た
い
。

彼
等
に
と
っ
て
最
も
必
要
た
の
は
市
況
の
見
透
し
と
意
匠
の
考
案
で

あ
り
(
尤
も
そ
恥
も
事
賃
上
問
尾
白
指
一
市
に
従
ふ
こ
と
が
ゆ
/
〈
な
い
)
、
生
産
の
具
惜
的
進
行
に
つ
い
て
の
管
理
は
い
は
ど
二
次
的
機
能
L
L
も

た
つ
て
ゐ
る
。
生
産
者
と
は
い
ひ
た
が
ら

1
i足
利
内
地
織
物
工
業
組
合
員
白
少
か
ら
ぬ
部
分
は
か
か
る
「
生
産
者
」
に
よ
っ
て
占

め
ら
れ
、
逆
忙
間
早
純
な
る
賃
業
者
は
組
合
員
で
な
い

!
l寅
は
問
屋
的
色
彩
の
極
め
て
強
い
も
の
で
あ
る
。
足
利
に
か
く
の
如
青
設

備
を
も
た
や
、
特
に
商
業
者
的
色
彩
強
音
機
業
者
多
昔
に
封
し
て
、
桐
生
の
機
業
者
は
賃
識
の
み
忙
依
存
す
る
も
の
は
少
〈
、
多
く

は
自
機
を
も
有
し
、
従
っ
て
生
産
者
た
る
性
格
が
明
瞭
で
あ
る
。

勿
論
、
中
小
工
業
に
島
い
で
か
か
る
市
揚
白
見
透
し
と
生
産
計
賓
の
樹
立
が
屡
々
問
屋
そ
の
他
の
商
業
者
に
よ
っ
て
捨
歯
さ
れ
て

ゐ
る
事
資
1

1
そ
と
に
問
屋
制
工
業
が
組
織
さ
れ
る

1
iー
か
ら
す
れ
ば
と
そ
、
自
機
を
持
た
ざ
る
足
利
の
機
業
者
が
商
業
者
的
、
と
見

ら
れ
る
が
、
他
方
そ
れ
が
生
産
的
活
動
白
薫
要
た
る
部
分
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
等
を
生
産
者
と
補
す
る
己
と
も
強
中

h
J

不
合
迎
で
注

い
己
と
B

と
た
る
。
要
す
る
に
、
足
利
桐
生
陀
告
け
る
機
業
者
D

一
部
は
、
事
寅
上
商
業
者
比
近
い
も
の
で
あ
り
、
賃
機
を
極
度
に
利

用
す
る
生
産
者
で
あ
っ
て
、
調
立
生
産
者
と
し
て
白
資
力
と
設
備
と
を
十
分
具
へ
て
ゐ
る
と
は
言
ひ
雑
か
っ
た
。

生
産
者
が
以
上
の
如
〈
比
較
的
零
細
た
る
と
き
は
十
分
た
る
意
味
で
の
市
揚
生
産
主
行
ふ
己
と
は
容
易
で
な
い
。
問
屋
の
指
導
干

渉
は
と
の
時
期
に
お
い
で
一
生
々
明
白
と
た
っ
て
来
た
。
輸
出
織
物
陀
語
い
て
は
輸
出
商
が
専
ら
之
を
捨
営

L
、
生
産
者
の
規
模
が
比

較
的
大
友
る
た
め
直
接
の
詰
女
生
産
の
み
が
行
は
れ
、
生
産
者
が
同
時
に
産
地
問
屋
的
活
動
を
笹
む
。
之
に
反
し
、
内
地
物
陀
沿
い

て
は
翼
繕
商
が
前
記
の
如
〈
危
険
を
負
捲
せ
ざ
る
皐
友
る
仲
A
A
業
者
に
止
ま
る
が
故
に
、
か
か
る
機
能
は
集
故
地
問
屋
に
よ
っ
て
県

さ
れ
、
彼
等
は
若
干
の
機
屋
を
捉
へ
て
指
導
を
加
へ
る
。
立
入
っ
た
指
導
を
典
へ
ら
れ
た
る
生
産
者
は
原
則
と
し
て
製
品
の
販
路
を

保
罷
さ
れ
、
殆
左
註
文
生
産
と
異
ら
ね
。
邸
ち
組
織
、
閲
案
に
つ
い
て
指
導
E
m
(
へ
ら
れ
る
の
み
註
ら
十
、
生
理
数
量
、
設
備
の
改

賃機は約 6，200である。己れは主として足踏機である。
足利にはた Lみ庭又は盤理居(本車p染色整理業者ーで註ぃ)と輔L、軍に生産
者の委託をうけて賀継聞に買込む業iがある。 そ白費本はかなり大きいも白
であるs

5) 



華
ロ
ま
で
も
指
令
さ
れ
、
そ
の
た
め
時
に
は
資
金
的
援
助
を
受
け
る
に
至
る
た
ら
ぽ
、
営
然
そ
の
製
品
販
資
は
常
該
問
屋
忙
よ
っ
て
播

営
さ
れ
る
o

蓋
し
t
れ
忙
よ
っ
て
問
屋
は
自
己
の
特
徴
あ
る
製
品
主
得
、
し
か
も
他
に
模
倣
せ
ち
れ
ざ
る
や
う
、
と
の
機
屋
を
確
保

せ
ん
と
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
指
導
の
必
要
と
抜
果
と
は
製
品
ゆ
種
類
に
よ
っ
て
一
様
で
は
な
い
。
高
級
蔽
物
と
し
て
御
召
が
桐

生
の
特
徴
と
た
る
に
至
っ
た
白
は
集
散
地
問
屋
の
努
力
に
負
ふ
と
こ
わ
が
多
い
と
い
は
れ
る
。
有
力
機
屋
の
中
に
は
百
貨
席
或
は
有

カ
問
屋
D
専
属
工
場
と
た
れ
る
も
り
が
あ
る
。
か
〈
白
・
如
き
密
接
-
な
る
閥
係
忙
至
ら
や
と
も
、
集
散
地
問
屋
の
生
産
者
に
滑
ず
る
指

導
は
相
営
成
汎
に
行
は
れ
た
。
見
込
生
産
日
聞
を
市
日
比
市
場
へ
持
出
し
て
寅
る
よ
り
も
、
問
屋
が
買
維
商
の
底
頭
に
で
機
屋
と
取
引

す
る
こ
L
」
が
、
進
ん
で
は
貿
維
商
を
伴
っ
て
機
屋
ま
で
進
出
し
て
取
引
す
る
己
と
が
漸
失
多
〈
な
り
、
途
に
は
附
漣
の
如
〈
昭
和
五

年
比
市
場
取
引
が
廃
止
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
と
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
最
も
明
ら
か
忙
物
語
る
。
機
犀
に
な
い
て
取
引
す
る
場
合
に

は
、
屡
々
売
物
約
定
が
結
ば
れ
、
そ
れ
だ
け
集
散
地
問
屋
と
機
屋
と
の
閥
聯
は
特
接
と
在
る
可
能
性
が
多
〈
、
た
と
ひ
明
白
た
る
約

定
で
在
く
と
も
、
機
屋
は
問
屋
の
希
笠
又
は
示
唆
に
基
き
生
産
の
方
、
向
を
調
節
す
る
で
あ
ら
う
。
殊
に
商
品
抑
底
D
と
き
に
は
問
屋

よ
り
註
文
を
奥
へ
弓
と
と
が
多
く
た
る
。
尤
も
か
く
い
へ
ば
と
て
、
雨
毛
地
方
に
沿
け
る
内
地
織
物
生
産
が
大
部
分
詩
文
生
産
に
社

っ
た
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
市
揚
の
好
碍
が
見
込
ま
れ
、
問
屋
の
商
品
蒐
集
が
激
し
く
た
る
と
骨
は
先
物
約
定
が
多
く
な
る
が
、
市

況
不
安

o
b
き
は
問
屋
は
か
か
る
危
険
を
胃
さ
及
い
。
た
ピ
生
産
者
の
生
産
計
寄
あ
る
ひ
は
生
宗
方
向
の
決
定
に
謝
し
て
集
散
地
問

屋
白
有
形
無
L
般
の
指
導
が
大
吉
〈
働
い
た
こ
と
だ
け
は
援
ひ
難
い
と
思
は
れ
る
。

専
属
機
屋
(
或
は
挑
機
)
卸
ち
完
杢
在
る
註
女
生
産
の
機
屋
と
、
見
込
生
産
の
機
屋
(
特
に
ん
来
品
に
執
る
も
の
を
並
機
屋
ー
と
い
ふ
)
と
の

割
合
は
、
雨
毛
地
方
に
沿
い
て
も
土
地
に
よ
っ
て
具
る
。
伊
勢
崎
は
最
も
意
匠
を
凝
ら
し
て
高
級
銘
仙
を
特
徴
と
し
、
か
っ
手
機
足

陪
機
に
よ
る
も
白
が
著
し
く
多
い
。
そ
れ
故
生
産
数
量
は
少
い
が
、
優
秀
た
る
技
術
を
も
っ
機
屋
は
多
く
問
屋
也
専
属
と
在
っ
て
、

中
小
工
業
と
問
屋
の
掛
能

第
五
十
七
巻

ア〈

崎
県
四
競

七 1

五



中
小
エ
葉
と
問
屋
白
機
能

第
五
十
七
巻

第
四
腕

七
六

=
一
六
四

雨
者
の
閲
係
は
最
も
密
接
で
あ
る
。
足
利
は
後
述
の
如
〈
新
奇
の
意
匠
を
考
案
す
る
が
、
専
ら
大
衆
品
を
主
眼
と
し
て
目
先
を
務
へ

る
事
に
努
力
す
る
が
故
陀
、
定
常
的
た
取
引
関
係
忙
入
り
難
い
。
桐
生
は
と
の
中
聞
に
位
し
、
御
召
と
帯
に
沿
い
て
技
術
を
要

L
、

特
忙
御
召
に
沿
い
て
問
屋
の
指
導
が
相
営
忙
加
へ
ら
れ
た
。
桐
生
に
島
い
て
問
屋
と
特
約
せ
る
機
屋
は
統
制
前
民
金
隈
白
約
四
割
程

度
で
あ
っ
た
。

問
屋
の
指
導
の
明
白
た
る
事
貨
は
己
の
時
期
忙
治
け
る
生
産
品
種
の
輔
換
、
乃
至
ば
或
る
生
産
品
種
の
殻
展
に
見
る
と
と
が
出
来

z。
桐
生
に
台
け
る
高
級
織
物
は
西
障
の
技
法
を
事
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
白
域
に
建
官
る
E
と
は
国
土
り
容
易
な
こ
と
で
は

授
か
っ
た
。
帯
に
お
い
て
御
召
に
沿
い
て
、
桐
生
む
技
術
ほ
明
治
末
る
お
引
い
は
大

E
年
間
よ
り
漸
究
進
歩
を
示
し
つ
L
あ
一
ワ
た
が
、

た
ほ
若
干
の
蓮
陸
あ
る
と
と
は
否
み
得
た
か
っ
か
。
た
W
L

帯
に
お
い
て
西
陣
が
技
術
を
生
命
と
し
た
が
矯
め
機
減
化
に
ゐ
ぐ
れ
た
に

反
し
、
相
生
は
よ
り
鼎
〈
カ
織
機
化
し
、
し
か
も
昭
和
一
初
年
よ
り
わ
が
人
絹
級
生
産
白
血
(
る
と
共
に
之
を
利
用
し
て
逸
は
や
く
人
絹

帯
地
に
進
出
す
る
E
と
に
よ
り
、

E
れ
が
大
衆
化
に
成
功

L
た
。
御
召
に
お
い
て
も
亦
四
時
の
盈
に
泊
る
こ
と
困
難
た
る
が
た
め
、

そ
れ
よ
り
梢
格
安
品
を
狙
っ
た

!lf暫
〈
は
西
陣
産
の
名
を
以
て
寅
ら
れ
桐
生
御
召
の
名
聾
を
得
る
己
と
が
容
易
で
た
か
っ
た

!
i

の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
今
回
程
度
の
技
術
に
達
す
る
迄
陀
は
問
屋
の
少
か
ら
ね
指
導
が
必
要
で
あ
っ
た
。
士
た
モ
の
結
果
と
し

で
問
屋
と
機
屋
と

ω
闘
係
は
己
白
揚
合
極
め
て
密
接
と
た
っ
て
ゐ
る
。
早
昔
も
の
は
前
大
戦
直
後
上
り
御
召
の
指
導
を
始
め
て
ゐ
た

が
、
大
幌
大
正
末
年
よ
り
一
般
的
と
た
う
た
。
か
く
し
て
と
の
頃
に
沿
い
て
帯
主
御
召
が
桐
生
の
主
要
製
品
と
左
っ
た
早
つ
い
て
は

集
散
地
問
屋
白
指
導
が
相
官
た
貢
献
を
し
て
ゐ
る
。
勿
論
雨
者
の
一
関
係
に
は
好
士
し
か
ら
血
半
面
が
作
っ
た
と
と
も
事
買
で
あ
る
。

例
へ
ば
先
物
契
定
に
よ
っ
て
商
品
販
由
民
主
引
受
け
る
代
り
に
そ
の
債
格

E
切
下
げ
る
。
約
定
と
同
時
に
幾
分
か
D
資
金
融
通
を
興
へ

て
ゐ
る
揚
合
に
は
一
田
町
E
の
可
能
性
が
大
宮
い
。
ま
た
問
屋
の
中
に
は
市
況
悪
化
の
際
に
は
約
定
を
破
築
L
、
或
は
商
品
の
摂
珪
を

信，

桐生織物史、下巻、 601..603頁等。6) 
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〆

埋
由
と
し
て
大
な
る
値
引
を
要
求
す
る
者
も
あ
っ
た
。
け
れ
E
も
他
の
半
面
に
長
い
て
技
術
上
、
経
緯
上
の
指
導
干
渉
が
加
へ
ら
れ

た
と
と
は
桐
生
機
業
者
に
と
っ
て
少
か
ら
ね
利
錠
で
あ
っ
た
と
言
ふ
と
と
が
出
来
よ
う
。

足
利
に
沿
い
て
は
事
情
が
や
ミ
呉
昌
。
足
利
の
生
産
品
種
は
大
正
末
年
ま
で
絹
級
交
織
及
び
綿
織
物
が
多
か
っ
た
り
で
あ
る
が
、

国
民
大
衆
の
消
費
晴
好
が
漸
弐
綿
を
去
り
細
書
繊
維
類
忙
移
っ
た
に
膝
じ
て
、
己
の
頃
よ
り
漸
申
引
に
絹
及
び
人
絹
銘
仙
に
鞠
換
を
始

め
た
。
も
と
足
利
の
銘
仙
は
伊
勢
崎
銘
仙
を
模
し
た
も
り
で
あ
り
、
伊
勢
崎
が
手
機
に
よ
る
緋
の
複
雑
た
る
柄
を
特
徴
と
せ
る
に
封

し
、
之
を
よ
り
大
衆
的
商
品
v
と
す
る
た
め
力
織
機
の
使
用
、
絹
紡
綜
の
使
用
そ
・
の
他
種
々
た
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
足
利
の
特
徴
は

高
度
の
技
術
を
そ
白
ま
ま
取
入
れ
た
黙
に
あ
る
の
で
は
た
く
、
之
を
廉
慣
に
供
給
L
、
か
っ
新
奇
た
る
柄
模
様
を
以
て
、
特
に
加
工

の
工
夫
忙
よ
っ
て

λ
目
を
ひ
か
ん
と
す
る
と
己
み
に
あ
っ
た
。
と
の
頃
の
製
品
は
主
'
と
し
て
縞
銘
仙
で
あ
っ
た
が
、
屡
々
組
悪
た
る

以

v

‘，

F

原
料
を
用
ひ
総
量
を
減
十
る
如
き
も
生
産
費
切
下
げ
の
た
め
忙
採
ら
れ
た
手
段
で
あ
り
、
と
れ
が
た
め
一
時
足
利
銘
仙
の
聾
債
は
地

服
守

L

に
墜
ち
た
の
で

b
っ
た
ロ
防
れ

E
も
ま
た
と
白
中
か
ら
新
ら
し
き
54E
民
/
に
よ
っ
て
最
も
成
功
す
る
に
亘
っ
た
の
は
解
銘
仙
で
あ
っ

て
、
昭
和
四
、
五
年
頃
よ
り
は
足
利
生
産
品
の
首
位
を
占
め
之
を
代
表
す
る
も
の
と
-
た
っ
た
。
解
銘
仙
も
伊
勢
崎
銘
仙
の
一
種
の
.
大

衆
化
で
あ
っ
た
か
ら
、
最
初
白
ろ
ち
は
足
利
産
と
せ
や
、
伊
勢
崎
七
笠
通
じ
て
由
民
っ
て
ゐ
た
程
で
あ
る
が
、
模
様
銘
仙
と
も
稀
し
、
模

J
a
e
 

様
の
獲
化
が
桜
め
て
自
由
た
る
を
利
し
て
斬
新
在
る
柄
と
大
量
生
際
酌
方
訟
を
以
て
市
揚
を
開
拓
し
た
。
大
衆
品
を
主
と
す
5
E
と

、
は
、
正
絹
銘
仙
に
比
し
て
絹
人
絹
交
織
の
銘
仙
が
そ
の
数
倍
に
建
す
る
と
去
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

特
に
そ
の

種
た
る
半
併

用
、
即
ち
緯
抵
酬
に
緋
料
開
主
用
ひ
る
も
の
は
製
織
能
率
が
上
ら
た
い
か
ち
、
農
家
集
笹
白
足
踏
機
》
一
利
用
し
て
ゐ
る
の
も
、
甚
だ
巧
み

， 

註
方
法
で
あ
る
と
い
〈
ょ
う
。
原
別
に
絹
紡
純
文
は
人
絹
仲
間
を
阿
ひ
て
生
産
費
を
低
下
す
る
と
同
時
忙
、
か
〈
の
如
〈
柄
模
様
に
よ

う
て
商
品
に
多
様
山
一
銭
化
を
輿
へ
ん
と
す
る
足
利
の
特
徴
は
、
生
産
者
の
機
敏
と
技
術
的
努
力
忙
占
毛
も
の
と
自
ら
は
誇
る
。
相
叶
銘

中
小
工
業
と
問
屋
の
棉
能

第
E
十
七
巻
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〆王
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中
小
工
業
主
問
屋
町
槽
簡

第
五
十
七
巻

アて

六

傭
四
鵠
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八

仙
を
考
案
し
、
或
は
大
量
生
産
化
し
た
る
人
が
何
人
な
る
や
、
今
こ
れ
を
詳
か
に
し
左
い
が
、
新
奇
在
る
工
夫
陀
長
ぜ
る
と
の
地
の

気
風
は
た
し
か
に
生
産
者
を
し
て
か
か
る
創
意
の
賓
現
に
努
力
せ
じ
め
た
で
あ
ら
う
。
然
し
背
後
か
ら
こ
の
傾
向
を
指
導
助
長
し
た

も
心
は
何
で
あ
っ
た
か
。
足
利
銘
仙
の
巾
揚
を
開
拓
す
る
と
と
も
に
、
意
匠
考
案
比
戎
る
程
度
の
方
向
を
興
へ
た
も
の
は
、
産
地
買

維
商
よ
り
も
寧
ろ
集
散
地
問
屋
で
あ
っ
た
と
橋

L
て
大
越
た
い
で
あ
ら
う
。
た
w
h

製
品
が
大
衆
口
問
で
あ
っ
て
債
格
費
動
散
し
く
、
従

っ
て
定
常
的
取
引
関
係
が
飢
れ
や
す
く
、
他
方
技
術
に
つ
い
て
は
問
屋
の
立
入
っ
た
指
導
を
必
要
と
す
る
と
と
比
較
的
少
き
が
故

に
、
指
導
と
い
っ
て
も
桐
生
民
治
け
る
御
召
白
如
く
深
き
も
の
は
少
か
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。

'‘・，、
総

f舌

以
上
に
よ
っ
て
桐
生
及
び
足
利
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
特
徴
は
、
輪
出
織
物
の
掛
町
民
と
、
内
地
織
物
忙
沿
い
て
多
様
た
る
意
匠
比
よ

っ
て
綿
織
物
に
或
る
程
度
の
大
衆
化
を
寅
現
し
た
乙
と
で
あ
る
。
4

ん
も
輪
出
絹
織
物
及
び
人
絹
織
物
陀
つ
い
て
は
他
の
生
産
地
、
例

へ
ば
稲
井
、
石
川
、
愛
知
等
の
諸
問
刷
陀
比
し
て
そ
の
焚
展
は
劣
る
。
内
地
織
物
陀
閲
し
て
は
人
絹
綿
を
巧
み
陀
利
用
し
、
ま
た
一
方

陀
御
召
の
如
吉
相
営
高
級
品
の
生
産
を
行
ふ
と
共
に
、
他
方
に
帯
、
銘
仙
等
を
犬
衆
商
品
化
す
る
と
冒
と
に
上
り
設
展
を
遂
げ
た
。
し

か
も
己
の
揚
合
と
雄
も
そ
の
商
品
の
大
量
化
に
は
狭
い
限
界
が
あ
っ
た
が
故
に
、
生
産
者
の
規
模
の
崎
大
島
地
位
の
向
上
と
は
た
ほ

顕
著
で
は
た
〈
、
或
る
程
度
ま
で
産
地
買
織
商
の
支
配
は
脱
し
得
て
も
、
集
散
地
問
屋
の
指
導
と
ひ
い
て
そ
の
支
配
の
下
に
零
細
経
/

替
の
色
彩
を
持
続
し
て
来
た
。

前
大
戦
後
陀
烏
け
る
問
屋
口
銭
の
駿
止
に
拾
い
て
、
ま
た
昭
和
年
間
に
ゐ
け
る
市
場
取
引
の
廃
止
に
た
い
て
、
更
に
生
産
品
種
の

樽
換
に
骨
い
て
見
ら
れ
る
産
地
問
屋
叉
は
買
繕
商
の
一
弱
樫
化
、
之
陀
代
る
集
散
地
問
屋
の
生
産
者
支
配
な
る
事
賓
は
、
程
度
の
差
と
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そ
あ
れ
、
各
織
物
産
地
陀
共
通
な
る
一
般
的
傾
向
と
言
へ
る
。
と
れ
は
主
と
し
て
生
産
者
の
地
位
向
上
と
、
集
散
地
問
屋
の
市
況
判

断
及
び
大
量
商
品
消
化
の
能
力
と
、
資
木
力
強
化
忙
凶
る
も
の
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
市
揚
生
産
の
十
分
た
る
判
断
能
力
に
乏
し
い

中
小
工
業
者
ー
ー
と
の
意
味
で
半
生
産
者
と
も
い
へ
ょ
う
ー
ー
に
封

L
て
生
産
方
向
の
決
定
E
行
ひ
、
彼
等
を
動
か
し
て
ゆ
〈
機
能

は
、
産
地
問
屋
か
ら
愈
々
集
散
地
問
屋
の
手
へ
移
っ
た
。
中
小
工
業
忙
お
け
る
最
も
「
企
業
者
」
的
た
機
能
は
貨
は
問
屋
の
果
す
と

己
ろ
で
あ
っ
た
。
蓋
し
直
接
に
問
屋
が
指
導
す
る
機
屋
は
何
割
か
に
過
ぎ
註
い
と
し
て
も
、
多
〈
の
も
の
は
之
に
遁
随
す
る
か
ら
で

あ
る
。
先
立
雨
毛
機
業
地
に
語
い
て
買
維
商
が
草
な
る
仲
介
業
者
に
止
ま
り
、
問
屋
的
機
能
を
果
ず
に
至
ら
泣
か
っ
た
(
輪
出
織
物
を

陪

C
)
の
は
何
故
か
、
恐
ら
く
根
本
的
原
閃
は
E
白
地
が
党
染
物
を
主
と
せ
る
事
に
あ
ら
う
。
党
染
物
に
あ
っ
て
は
織
上
り
及
び
整

理
左
共
忙
を
D
時
の
流
行
或
は
↑
般
に
市
場
d
欣
況
か
ら
し

τ
、
商
品
の
債
他
殆
ど
決
ま
り
、
後
染
物
(
白
生
地
)
の
如
く
加
工
の
方

法
と
時
期
と
に
よ
っ
て
封
臆
す
る
己
と
が
函
雑
で
あ
る
。
市
揚
の
組
織
も
ま
た
ひ
い
て
異
る
。
債
格
除
後
染
物
。
如
〈
後
か
ら
増
加

ず
る
部
分
が
'
引
い
。
か
く
て
生
産
者
及
び
貿
繕
商
が
媛
動
か
ら
受
け
る
危
険
は
大
雪
く
、
民
纏
商
が
自
由
た
る
市
場
活
動
を
行
川
世
相
押

な
い
所
以
で
あ
る
。
糟
々
集
散
地
問
屋
の
大
在
る
資
本
力
に
よ
る
ほ
か
は
之
に
堪
へ
る
己
と
が
出
来
た
い
。
然
し
、
乙
の
賄
に
つ
い

て
は
尚
立
入
っ
た
比
較
研
究
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
う
。

突
に
来
る
統
制
の
初
期
に
台
い
で
か
か
る
傾
向
を
更
に
強
め
た
問
屋
も
、
今
や
間
給
機
構
D
襲
備
に
件
ひ
生
産
的
機
能
を
誕
央
ず

る
に
至
っ
た
が
、
己
の
閣
の
事
情
は
別
の
機
曾
陀
譲
る
。
然
し
己
の
機
構
に
封
す
る
批
判
に
つ
い
て
本
稿
は
何
等
か
白
示
唆
を
奥
へ

な
い
で
あ
ら
う
か
。

中
小
工
業
と
同
居
白
樺
能

第
五
十
七
巻

アキ
-t. 

第
四
披

七
丸
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